
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３．研究内容・実施時期 

研究内容 
実施時期 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

 

 

A 

 

企業との連携              

宇工高ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽプログラム             

起業家精神育成              

 

 

 

B 

先端機器の活用              

ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ              

英語活用能力              

工業技術基礎・課題研究の

質の向上 

            

全国産業教育フェア発表準備 

１０月２１日～２２日 

            

成果発表・情報発信 

(様々な場所での発表、学校ホーム

ページの充実等) 

            

 

４．研究の進捗状況 

日  付 進  捗  状  況 

４月３日 (月) 工業部全体会で、工業部職員対象にＳＰＨ事業の周知徹底を図る 

４月６日 (木) 研究推進委員会で、Ｈ２８年度実施した事業の確認を行う（第１回） 

４月１３日 (木) 木造住宅の耐震実験を始める（第１回）【参考】※１ 

４月１９日 (水) １年生全員（科学技術と産業）を対象とし、ＳＰＨガイダンスを実施する 

４月１９日 (水) 職員会議で、全職員へＳＰＨ事業の周知徹底を図る 

４月２６日 (水) １年生全員（科学技術と産業）を対象とし、生徒活動報告（海外留学など）を実施する 

５月１０日 (水) ２、３年生全員を対象とし、ＳＰＨガイダンスを実施する 

５月２２日 (月) 本校ＨＰ上に、「ＳＰＨバナー」を設置する 

６月２日 (金) ２、３年生希望者を対象とし、「外部講師による特別英語講座」を始める【参考】※２ 

６月５日 (月) 環境土木科３年で、実習「情報化施工」を始める【参考】※３ 

６月６日 (火) 栃木県林業センターで、「鹿沼組子による耐力壁」の性能試験を行う【参考】※４ 

６月１３日 (火) 運営指導委員会を開催し、Ｈ２８年度事業報告とＨ２９事業計画を承認していただく 

６月３０日 (金) 高校生インターンシップ建設関係推進協議会にて、ＳＰＨの現況報告を行う 
 

 

文部科学省指定（平成２７年度から３年間指定） 

平成２９年度スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール（SPH）事業 
研究実施経過報告（第３年次：４月～６月） 

栃木県立宇都宮工業高等学校 

１．研究開発課題 

『 技術立国日本を担うグローバルエンジニアの育成 』 

２．研究の目的 
生徒が主体性を発揮し、広い視野を持ち、高いレベルの技術・技能を身に付けることにより、日本の

みならず国際的に活躍できる「次世代を担うグローバルエンジニア」を育成する。 



【 参 考 】 

※１  木造住宅の耐震実験を始める（第１回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震実験 

事業計画の項目 

<Ｂ>「学習・指導方法」に関する研究 
①大学・企業等との共同研究や企業との連携による先端的機器の活用 
ア 大学・企業との共同研究の推進 

事 業 内 容 
本校建築デザイン棟１Ｆの起震装置に設置した木造住宅モデルに、耐

震実験のためのセンサーを取り付けた。これは、宇都宮大学との共同研
究で、木造住宅の耐震構造を研究するものである。昨年度は、アルミ材
の縮小模型で耐震構造の強度を実験した。 

 

※２  ２，３年生希望者を対象とし、「外部講師による特別英語講座」を始める 

 

ライティング対策講座 

事業計画の項目 

<Ｂ>「学習・指導方法」に関する研究 
③専門科目における外国語（英語）を活用・駆使できる能力（表現
力、コミュニケーション能力等）の育成についての研究 

  ウ 外部講師の活用 

事 業 内 容 
放課後、特別教室で２・３年生希望者を対象として、「外部講師によ

る特別英語講座」を開講した。この講座は、英会話スクールの講師によ
る５回シリーズのライティング対策講座で、「まとまりのある文章を書
く技術」を向上させるためのものである。１回目は、「英文を書くため
のアイデアを出す」方法を学び、参加した生徒たちは、とても真剣な眼
差しで、講義に臨んでいた。 

 

※３  環境土木科３年で、実習「情報化施工」を始める 

 

土木実習「情報化施工」 

事業計画の項目 
<Ｂ>「学習・指導方法」に関する研究 

④「工業技術基礎」や「課題研究」の質の向上 

イ 卒業研究としての「課題研究」の推進 

事 業 内 容 
本校の施工実習場で環境土木科３年の生徒（２０名）を対象として、

「情報化施工」の基本を学ぶための実習を行った。この実習は、レーザ
ーレベルとセンサを用いた簡易的なシステムを使用し、「小型バックホ
ーによる掘削」を行う。この実習により、情報機器を活用することで、
ベテランの技術者でなくても、掘削溝の深さを一定に効率良く施工でき
ることを学んだ。 

 

※４  栃木県林業センターで、「鹿沼組子による耐力壁」の性能試験を行う 

 

性能試験 

事業計画の項目 

<Ｂ>「学習・指導方法」に関する研究 

④「工業技術基礎」や「課題研究」の質の向上 

イ 卒業研究としての「課題研究」の推進 

事 業 内 容 
栃木県林業センターの協力を得て、建築デザイン科３年の課題研究班

（１４名）が、「鹿沼組子による耐力壁」の性能試験を行った。この試
験は、鹿沼組子の持つ美しさと強度を、木造住宅の耐力壁として使えな
いかを検証するものである。昨年の性能試験の結果から、部材の交差部
分をピン接合で補強し、柱・梁の構造や間柱の本数、組子のデザインを
改良して実験した。この試験により、さらに強度を高めるための新たな
課題や対応策を確認することができた。 

 


